
 

 

 

 

（お知らせ） 

平成２６年１０月２４日 

 

海賊対処のために派遣された水上部隊の活動状況について（差替え） 

（平成２６年１月） 

 
１ 直接護衛 

（１）護衛回数 ９回（第５２６回護衛～第５３４回護衛） 

        （海賊対処法に基づく第４８５回護衛～第４９３回護衛） 

（２）護衛隻数 ２９隻（海賊対処法に基づく護衛開始以来の累計３，２１８隻、以下同） 

        

内訳  ○ 日本籍船 ０隻（累計１５隻） 

○ 我が国運航事業者が運航する外国籍船  ７隻（累計５９３隻） 

（そのうち、日本人が乗船する外国籍船 ０隻（累計３６隻）） 

○ その他の外国籍船 ２２隻（累計２，６１０隻） 

（そのうち、日本人が乗船する外国籍船 ０隻（累計１６隻）） 

          

※なお、上記には、海上警備行動に基づく護衛（第１回～第４１回）の

実績は含まれていない。 

 

（３）各回の護衛実績の詳細については別紙参照のこと。 

 

２ ゾーンディフェンス 

（１）実施日数 ２０日（累計 ３８日） 

（２）確認した商船数 約７４０隻（累計 約１，５５０隻） 

 

３ 事案への対処等を行った事例 

（「海賊対処のために派遣されたＰ－３Ｃ哨戒機の活動状況について（平成２６年１

月）」の２と同一事例） 

１月１８日、商船が海賊から攻撃を受けているとの情報を受け、護衛活動中の護衛

艦「さみだれ」が搭載ヘリを発艦。当該商船の安全を確認した後、不審なダウ船及び

曳航されているスキフを確認。当該ヘリはＣＴＦ１５１司令部に情報提供を行った後、

元の任務に復帰した。 

引き続き、アデン湾を警戒監視中のＰ－３Ｃが当該ダウ船を確認し、ＣＴＦ１５１

司令部に情報提供を行った。仏艦艇がヘリを発艦して対応を開始したため、Ｐ－３Ｃ
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は当該仏艦艇に対応を引き継ぎ、警戒監視任務に復帰した。 

その後、当該仏艦艇が当該ダウ船に対して立入検査を実施。海賊５名の身柄を拘束

し、当該ダウ船の乗員を解放した。 

 

【写真】

 

 

 



５２６回 ５２７回 ５２８回 ５２９回 ５３０回 ５３１回 ５３２回 ５３３回 ５３４回 ５１０回
（４８５回） （４８６回） （４８７回） （４８８回） （４８９回） （４９０回） （４９１回） （４９２回） （４９３回） （４６９回）

開始 1月6日午前 １月１１日午後 １月１３日午後 １月１５日午後 １月１７日午後 １月２３日午後 １月２５日午後 １月２７日午後 1月29日午後

終了 1月7日午後 １月１３日午後 １月１５日午後 １月１７日午後 １月１９日午後 １月２５日午後 １月２７日午前 １月２９日午後 1月31日午後

3 3 2 3 7 5 1 3 2 29

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（タンカー） ()

（コンテナ船） ()
（ＬＰＧ船） ()
（ＬＮＧ船） ()

（一般貨物船） ()
（専用貨物船） ()

（自動車専用船） ()
（旅客船） ()

1 0 1 1 2 2 0 0 0 7

（タンカー） (1) (1) (2) (4)
（コンテナ船） (1) (1)

（ＬＰＧ船） ()
（ＬＮＧ船） ()

（一般貨物船） (1) (1)
（専用貨物船） (1) (1)

（自動車専用船） ()
（旅客船） ()

2 3 1 2 5 3 1 3 2 22
（タンカー） (1) (1) (2) (2) (1) (2) (9)

（コンテナ船） ()
（ＬＰＧ船） (2) (1) (1) (1) (5)
（ＬＮＧ船） ()

（一般貨物船） (2) (1) (2) (1) (1) (1) (8)
(専用貨物船） ()

（自動車専用船） ()
（旅客船） ()

※１

※２ 表中（）内の計数は、各回の護衛対象船舶における日本籍船数、我が国運航事業者が運航する外国籍船数及びその他の外国籍船数の内訳。

護衛開始及び終了の日時は、日本時間。

護衛回数
（海賊対処行動での回数）

日本籍船

その他の外国籍船

我が国運航事業者が
運航する外国籍船

護衛日時

護衛対象船舶数（合計）

（合計）

海賊対処のために派遣された水上部隊の護衛実績について（平成２６年１月）

（ 護衛艦「さみだれ」、「さざなみ」 ）

（別 紙）


